
　当社は、1954年に九州財界を中心にPC（プレスト
レスコンクリート）工法の橋梁メーカーとして設立さ
れ、創業以来、一貫してこのPC技術の研鑽に努め、「社
会から信頼、必要とされる企業」を目指してまいりま
した。2018年6月19日には東京証券取引所市場第一部
に指定され、上場会社としての使命と責務を重んじ、
企業価値向上を目指して役職員一丸となって事業を遂
行しております。
　建設業界は、自然災害に対する防災・減災対策、社
会資本の老朽化対策、担い手不足対策などの取組みが
求められている中、2020年東京五輪関連事業、高速道
路の大規模更新事業、整備新幹線（北海道・北陸・九州）
の延伸事業、リニア中央新幹線の新設工事などの大き
なプロジェクトが進行しております。このような外部
環境に対応するため、当社は2016年度を初年度とする
中期経営計画「VISION2016」を策定し、長期的な市
場環境のニーズを捉えた対応方針を定めました。注力
する施策としては、維持更新事業への本格参入、将来
の担い手不足を見据えた現場施工の機械化・情報化の
推進、次期主力製品となる独自技術の開発、経済成長
が見込まれるミャンマー連邦共和国を中心とした海外
への進出などであります。
　また、重要な経営資源である人材面につきましては、
魅力ある職場づくりを推進する働き方改革に取組み、
教育・研修制度を充実させて組織力の強化にも注力す
ることとしております。

　今後とも土木と建築を事業の両輪として持続的な成
長を実現するため、当社が培ってきたPC技術の応用展
開を図り、社会資本整備を通して地域社会に貢献して
まいります。
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「地域医療」
医学博士　　　　　　　　　　　　　
渡辺医院　院長　渡　辺　大　介　氏

　皆に看取られて死んでいくことがよいとされるが、孤独死を希望する人もいる。
　慢性心不全で肺に水が溜まっている患者さん。入院を勧めたが、在宅治療を望まれた。週一回の訪問
診療。自家用車で買い物をし、自炊していたが、運転も難しくなったので車を売却し、宅配の弁当利用
となった。単身独居の為、買い物など身の回りの世話が必要となり介護保険を申請し、庭の草取りもシ
ルバー人材センターを利用。正月に子供たちが帰省した折、病状を説明した。
　ある時、室内で転倒して左腕に怪我。毎日の付け替えが必要となり入浴も不安だったため訪問看護を
導入した。しかし、問題はお金の管理。本人が銀行の窓口に行かねばならない。在宅酸素利用中のため、
携帯酸素ボンベを利用しようかとも考えたが、ご本人が酸素カプセル利用を提案。試してみると何とか
自分で処理できた。
　在宅医療開始後1年半、心不全で突然なくなった。宅配弁当の配達で異変を気づかれ往診依頼。死亡を
確認し、訪問看護ステーションに死後の処置を依頼。家族が来られるまで留守番をヘルパーさんにお願
いした。
　葬儀の後、息子さんが挨拶に来られた。「お世話になりました。おかげで父の思うような最期を迎える
ことができました。」ととても感謝された。
　毎晩その日の出来事を家族に連絡し、ヘルパーさんや訪問看護に感謝されていたと言う。
　少子高齢化し、独居の老人が多い。家族に看取られながら死を迎える事が幸せだとは限らない。ひっ
そりと死にたいと思う人もいる。死に方は自分で決めたい。
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